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西南 暖 地 の 稲 作 の 重 要害 虫 で あ るセ ジロ ウ ンカSoga-

tella furcifera HORVATHと トビイ ロ ウ ン カNilaparvata

 lugens STALは 梅 雨 期 に海 外 か ら飛 来侵 入 す る個 体 群 が

毎 年 の発 生 源 と な る(KlSIMOTO,1971,1976)。

九州 西 海 岸 地 帯 は主 要 な飛 来 源 と考 え られ る中 国 大陸

に東 シ ナ海 を隔 て 面 して い るた め,他 地 域 に比 べ,飛 来

の 時 期 も早 く,飛 来 量 も 多 い と云 わ れ て い る(岸 本,

1972)。

筆 者 らは,セ ジ ロ ウ ンカ と トビイ ロウ ンカの 長 崎 県で

の 近 年 の飛 来時 期,飛 来 量 及 び飛 来侵 入 後 の発 生 消長 に

ついて調査 したので報告する。

報告を行 うに当り,調 査 にご協力いただいた長崎県五

島農業改良普及所並びに長崎県総合農林試験場愛野馬鈴

薯支場環境科の関係職員各位に対し厚くお礼申し上げる。

なお,こ の調査は農林水産省別枠研究 「長距離移動性

害虫の移動予知技術の開発」に関する研究の一部で行っ

たものである。

調 査 方 法

予察灯調査:長 崎県総合農林試験場内(長 崎県諫早市)

第1図 諌早の予察灯による初誘殺日の推移 第2図 諌早の予察灯 によ る初誘殺 日と7月 までの誘殺量

1)現 在 長崎県庁農政課
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の水 田 畦 畔 に予察 灯(60w白 熱電 球)を 設置 し,1978～

'87年 の4 ～10月 の 間 ,両 種 ウン カの誘 殺 数 を調 査 した 。

ネ ッ ト トラ ップ 調 査:農 試場 内 に高 さ10mの コ ン ク リー

ト製 柱 を2基 設 置 し,直 径1mの サ ラ ン製 ネ ッ トをつ け,

1983～'87年 の6～7月 の間,毎 日両 種 ウ ンカの 捕 獲 数

を調 査 した 。 ま た,同 様 の ネ ッ ト トラ ップ を福 江市 籠 淵

町 の五 島 農 業 改 良普 及 所 構 内 及 び南 高 来 郡愛 野 町 の愛 野

馬 鈴 薯 支 場 に設 置 し,五 島 は 諌 早 と同 じ期 間,愛 野 は

1986～'87年 の6～7月 の 間,毎 日両種 ウ ンカの捕 獲 数 を

調 査 した 。3地 点 と も ネ ッ トの回 収 は原 則 と して,午 前

9時 に行 い,そ の捕 獲 数 を前 日分 と して記 録 した。

ほ 場 調 査:場 内予 察 田 の 普通 期 水 稲(品 種 日本晴,6

月20日 移植)で,飛 来 が認 め られ た 日は そ の都 度,20～

100株 を見 取 り法 に よ り,飛 来 侵 入 後(7月 下 旬 以 降)

は粘 着 板(24×24.5cm)へ の 払 い落 し法 に よ り,20株 当

りの 両 種 ウ ン カの 成幼 虫 数 を10月 中 旬 まで,約10日間 隔

で調 査 した 。 調査 は1983～'87年 に実 施 した。 そ の 間,

調査 ほ 場 で は 殺 虫剤 の散 布 を行わ な か った が,そ の他 の

栽 培 管 理 は慣 行 に従 った。

調 査 結 果

飛来時期と飛来量:1978～'87年 の諌早の予察灯での初

誘殺 日の推移を第1図 に示 した。両種ウンカの初誘殺は

ほぼ同時の場合が多いが,1984年 以降はセジロウンカが

第1表1983～'87年 の主 な飛来 時 期 とその間 の ネッ トによる捕獲虫数

(備考)諌 早 は ネッ ト2個 の合計,五 島 ・愛野は ネッ ト1個 。1983年6月12～13日 の五島 は欠測 。

第2表 諌早 におけ る予察 灯 とネ ットによ るウ ンカ類 の捕獲虫数(7月 まで)
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や や早 い傾 向 にあ る。過 去10か 年 の初 誘殺 日の平 均 はセ

ジロ ウ ンカが6月1日,ト ビ イロ ウ ン カが6月7日 で,

セ ジ ロ ウ ン カが 早 い 。

予 察 灯 に よ る初 誘 殺 日と その 年 の7月31日 まで の 誘 殺

量 の関 連性 を検 討 した結 果,セ ジ ロ ウ ンカで は初 誘殺 日

と7月31日 まで の誘 殺 量 の 相 関(r=0.054)は 認 め られ

な いが,ト ビイ ロ ウン カで は 相関(r=0.681※)が み ら

れ,初 誘 殺 日が早 い とそ の年 の飛 来量 は 多 い傾 向 に あ る

と い え る。1983～'87年 の 長 崎 県 で の 主 な飛 来 時 期 とそ

の間 の ネ ッ トに よ る捕 獲 虫数 を第1表 に示 した。1983,

1986年 は6月 に もか な りの飛 来 が あ っ た が,そ の ほ かの

年 は6月 に主 要 な飛 来 は な く,7月 の飛 来 が主体 で あ っ

た 。7月 の 飛 来時 期 は年 に よ り異 な る が,上 ～ 中旬 が 多

い とい え る。 県 内3地 点 で の飛 来 時 期 は ほ ぼ 一致 して い

る とい え るが,詳 細 に検 討 す ると五 島 で は諌 早 よ り飛 来

ピー ク が,1日 前 後 す る場 合 が あ った 。 また,3地 点 間

で は,諌 早 よ り愛 野,五 島 の ほ うが捕 獲 虫 数 が 多 い と い

え る。

過 去10か 年 間 の 諌早 に お け る予察 灯 と5か 年 間の ネ ッ

トで の7月31日 まで の捕 獲 虫 数 を第2表 に示 した。 予 察

灯 で の誘 殺 数 は 周 囲 の環 境 変 化 の影 響 も あ る と思 われ る

が,10か 年 で は セ ジロ ウ ンカ は1982年 ,1983年 が最 も多

く,次 いで1987年 と1986年 が 多 か った 。 トビイ ロウ ンカ

もセ ジ ロウ ンカ の 多 い年 には 多 い傾 向 に あ る が ,セ ジロ

ウ ン カ との比 率 は 年 次 に よ り異 な る。1978年 か ら1982年

ま では1980年 を除 いて トビイ ロ ウ ンカの 比 率 が 高 く(0.2

～2 .8),1983年 以降 は低 い(0.2未 満)傾 向 にあ っ たが,

1987年 は高 か った(0.29)。

ほ 場 で の飛 来侵 入 密度 と その 後 の 発生 消 長:飛 来侵 入 後

の 場 内 予察 田 にお ける1983～'87年 の 両 種 ウ ンカの 発 生

消 長 を第3～4図 に示 した。 セ ジロ ウ ンカ は7月上,中

旬 が 飛 来成 虫 の 密度 の ピー ク時 期 で,株 当 り最高 密度 は

1983年 か ら1987年 まで,そ れ ぞ れ,57,5,40,8,21

頭 で あ った 。 第1世 代 幼 虫最 盛 期 は7月 中,下 旬 で株 当

り幼 虫密 度 は,そ れ ぞれ,36,26,176,46,16頭 で あ っ

た 。1985年 は飛 来 量 に対 して幼 虫 発 生量 が 多 く,8月 上

旬 に はセ ジ ロウ ンカ によ る坪 枯 れ症状 が一 部 発 生 した 。

セ ジ ロ ウ ンカ は第2世 代 以 降 の 発 生量 は毎 年 極 端 に少 な

く な った 。 その 原 因 と して,第1世 代 成 虫 は ほ場 内 に定

着 せ ず,ほ 場 か ら移 出す るた め と思 わ れ る。

一 方 ,ト ビイロウ ンカの 飛 来侵 入密 度 はセ ジロウ ンカ に

比 べ て低 く,株 当 り最高密 度 で,そ れぞれ,1.7,0.004,

0.5,0.25,2頭 で あっ た。 飛 来 侵 入 後 の 増 殖 量 の 年 次

変 動 は大 き く,1985年 は侵 入密 度 が低 か っ た に もか か わ

らず,9月 以降 の 発 生量 は 多 く,9月 下 旬 に は坪 枯 れ が

発 生 した。逆 に,1983年 と1987年 は侵 入 密 度 は高 か った

が,9月 以 降 は少 発 生 に経 過 した。

一 方
,県 下 の過 去10か 年 の トビイ ロ ウ ンカの 年 次 別発

第3図 予察 田におけ るセ ジロウ ンカの年次別発生推 移

第4図 予察 田にお ける トビイロウ ンカの年次別発生推 移

第5図 長崎 県におけ る トビイロウ ンカの年次別発生状況

第3表 長崎県 におけ るイネ褐穂黄 化病 の発生 面積
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生 状況 を第5図 に示 した が,1983年 ま で は毎 年1亘常 的 な

発 生 で あ っ た が,1984年 以 降 は 年次 変 動 が大 き い。

ま た,褐 穂 黄 化 病 の近 年 の 発 生状 況 を第3表 に示 した

が,ト ビ イロ ウ ン カ と同 じよ うに発 生 の 年 次変動 が大 き

い。

考 察

以上のことから長崎県への両ウンカの初飛来はセジロ

ウンカでは早い年は4月 下旬にみられることがあるが,

過去10か 年の平年値はセジロウンカが6月1日,ト ビイ

ロウンカが6月7日 でセジロウンカが早い傾向にある。

トビイロウンカの場合初飛来が早いとその後の飛来量が

多い傾向にあるので注意が必要である。

毎年の発生の主体 となる主要な飛来は年によっては6

月にもみられることがあるが,梅 雨末期の7月 上中旬が主

体であるが,飛 来時期および飛来量は年次間差が大 きい。

県下での飛来量の地域間差が推察 されるが,調 査地点

も少ないため,今 後の検討が必要である。

飛来侵入時の密度はセジロウンカが常に高く,ま た,

その密度は移植時期によっても異 なるので,イ ネの生育

ステージを考慮 した要防除水準の再検討が必要である。

一方
,ト ビイロウンカの秋季の発生量は年次変動が大

きく,飛 来量(初 期侵入密度)か ら予測することは困難

である。 トビイロウンカの飛来侵入後の増殖量は気象条

件や天敵等の環境条件が大きく関与 していると考えられ

るので増殖率に影響する諸要因の解明が必要である。

一方 , IWANAGAら(1985)は トビイロウンカについて

翅型発現率の異なるいくつかの個体群が飛来 しているこ

とを報告 している。また,褐 穂黄化病の発生変動も年次

により,飛 来源が異なることを示唆 している。

これらの事例は飛来源の情報を与えるとともに,飛 来

侵入後の増殖要因の特性となりうるため,各 飛来波によ

る差異あるいは年次変動を明らかにする必要がある。
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